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立命館大学（京都市中京区、学長：仲谷善雄（なかたに・よしお））の研究組織「立命館大学宇宙

地球探査研究センター」（以下、ESEC）は、4 月 24～26 日に東京ビッグサイトで初開催された、宇宙

ビジネスに関する展示会「SPEXA（スペクサ） -Space Business Expo- 」に出展しました。SPEXA カ

ンファレンスでは 6 人の研究者が登壇し、「ESEC が切り拓く宇宙地球フロンティア」と題したセッショ

ンを展開。ESEC の展示ブースには 3 日間で計約 800 人 が訪問し、関心の高さがうかがえました。 

立命館大学では昨年 7 月 1 日に、月・惑星における人類の生存圏拡張と、探査拠点となる宇宙

開発・インフラ構築に取り組む日本初の研究組織として、立命館大学宇宙地球探査研究センター

（ESEC）を設置しました。昨年末には宇宙飛行士の野口聡一氏が本学の学長特別補佐、ESEC の

研究顧問に就任しました。現在、学内 30 人の研究者が ESEC に所属し、宇宙・地球を舞台に幅広

いテーマで研究活動に励んでいます。 

SPEXA は「宇宙ビジネスに関するすべてが集まる展示会」として、官民挙げての宇宙開発の重要

性が増している今、宇宙ビジネスに関するすべてが集まる展示会として初開催されました。ESEC は、

ビジョンに共感する企業・組織の皆様との協働やパートナーシップの構築を目的に参加しました。 

カンファレンスでの報告内容を詳細に記したレポートを ESEC Web サイトに掲載していますので、

ぜひご覧ください。 

【ESEC Web サイト】https://esec.ritsumei.ac.jp/ 

 

  

 

 

■内容について 

立命館大学  広報課 担当：岡本 TEL. 075-813-8300 Email. r-koho@st.ritsumei.ac.jp 

立命館大学宇宙地球探査研究センター（ESEC）、初開催の宇宙ビジネスの展示会

「SPEXA（スペクサ） -Space Business Expo- 」に出展 

研究者たちがカンファレンスで登壇、ESEC ブースにも計 800 人が訪れ盛況 
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左から、カンファレンスに登壇した ESEC の湊宣明教授、センター長の佐伯和人教授、長岡央准教授、

仲内悠佑助教、加古川篤准教授、小林泰三教授 


